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ま　え　が　き

　金iオンス＝35ドルという薩1定レート紅よる金・ドル交換は，アメ夢力の通貨当局と嚢鑛嚢の通貨

当局とのあいだでのみ行われるという種々の麟約があったとはいえ，戦後の撰際通貨麟度の基軸を

形成し，ドルにゆるぎない葬儀認、1を与えてぎた。米ドルは金玉産γス霊35ドルという確定全量と

交換されうるのだということが，ドルが醒際通貨として流通する重要な条件をなしたからである。

アメ饗力は娑羅通貨でもって，舛蟹から，いつでも，轟震に，いくらでも，晦品を買うことがでぎ，

その支払や援跡にドルを篤いることがでぎたのも，金・ドル交換という条鯉を羨鍵としていたから

であった。このような背景のもとで，各国は，ドルでもって，米麟以外の羅との取引や渋渋にドル

を聡い，投資に来ドルを痩離してぎたし，さらに一定のレートを設定して，§撰通貨を米ドルと蓼

ソクさせ，ドルを中心とする撰際通貨休講の維持に協力してきたα

　ところで，欝7i年8月，いわゆるニクソン声絹によって，金・ドル交換渉警鑑された。疑年稔月

スミソニアン博物館での含意により，一時的には露定粍1場舗の時代もあったが，主要蟹通貨は変動

糧場麟に移行もた。金・ドル交換は停比され，露定的な為替糧場の時代は終ったが，その後2魯年近

くの歳月が過ぎようとしている。しかし依然として米ドルが，金との交換を停塗しているにもかか

わらず，長鰯紅わたって，いわゆる蟹際通貨として稽いられているという現実は，貨幣論醗究に新

たな課題を提起することとなった。すなわち，　死本来蟹際通貨として機能しえないものを機龍させ

るのだから，そこには矛蔭がある」，　「それはみせかけにすぎない」，　野砲に流通しうる歓会的に

妥当な麟際遜貨がなく，やむをえず一醗通貨を蟹際通貨として鱗いている」，　響賠黙の承認］＝

ヂー般醜な醗際協力の恵志」といった説瞬がなされているが，これらの趨々具体的な説鞠にもかか

わらず，不換通貨ドルが酸際通貨として流通しうるのは，いかなる根鎚によって客観的に要塞なも

のとして現われるのであろうか。いいかえると，金・ドル交換が停止された一露通貨が国際通貨と
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して流通するのは，本来無遷があり，一時的，鷲殊的，代蓬的なものであるという鬱然的な事構な

いしは外的条件によって説糀されたが，長難に。わたって，去年のように今年も，今年のように来年

もというように，ドルが蟹擦通貨として篤いられうる状態ぶ継続するならば，人々が悪難し，表理

する外釣事構からは独立に，客観的に妥嘉する渋驚の存在ぶ羨提されなければならなくなった。

「みせかけ」，「やむを得ず」，「飽に通貨はない」，「懸認」という表現にもかかわらず，20年

透く不換通貨ドルが流通した振縄を捲撰し，それによってこれらの現象の意殊が賜われる必要が生

じた。そのために，この現象の前提におかれている世罫貨幣とは何かが蚕ず問題となるのであった。

亙　糧算貨幣の一般的蔑定

i　問題の隣在

　貨瞥i論に関する教科書の多くにおいては，轡！鼻貨幣は金でなくてはならぬと講じられているα量

鼻糞場においては，侮格の護量基準や鋳貨や補鱗貨幣や髄纏表章という一国通貨の性格を號ぎすて

て，最も適合的な一般的等懸物として登場するのは地金形態であるという。この説瞬の論挺として，

次の事擁が指摘される。①蟹擦取引においては，一方的な籔売，または一方的購買が行われ，麟内

取嶺のように販売と購買が穰互に依存し，蒔闘的な継起において発生し，灘縅していくという商品

流通を形戯しないから，癒纏蓑章は藩際選貨を代睡でぎないこと。⑨機翼貨幣紅おいては，貿易差

額の支払手段として，絶薄的，鮭会的な現物の金が登場すること。⑧商贔取嶺の連関性に俵擁レ

蕎贔取弓1における綾権・績務の連鎖藻形成されることはなく，臨業手形が転々として流通して貨幣

機能を果たすことはない。だから，量界貨警として登場するのは，生身の金，もしくは金との交換

の可能な為替手形・一蟹通貨でなくてはならず，金との交換を停比した為替手形や一騎通貨は羅際

通貨として流通することはできないことになる。

　ところで現実には，金との交換を停箆したドルが，2§年近くに．わたって，久しくゆるぎない地位

を占めて流通している。この事実は，仮象・矛麿として掘握されるのではなく，客観的妥当なものと

認めるとすれば，根本的な運論の再検討からはじめるのが妥盛であろう。重ず，ずっと以麟から

酸鼻貨齢金樹とい難場にたち，一貫して醗究蘇を発表してお駄るのは，・贋翻刻）

であるから，氏跨縫趨されている難題及びその基礎におかれている貨鶴覆i論を手かがりに蘇究をす

すめたい。

　氏は次のようにいわれる。

　　夢各国蓮根麟的に独立している醗豫問にあって，通貨として機能しうるのは，……交換簸纏の

　独立の定在である量界貨繋としての金またはそれに兌換可能な外蟹為替，つまり金為替のみであ

　る。戦後の夏M欝体麟下にあってドルが金に代わる蟹際通貨として機能したのも，このようなも

　のとしてである」。　「しかるに，このドルが金兌換を停窪し，金為替であることをやめたのであ

　る。だから，ドルが金に代わる蟹際通貨として機寵しえないのは，轟然のことである。量界貨鵜

i〉小野朝男ζ羅饗i通貨麓嚢邊ダイヤモンド握1，ig63年，　糞嚢暑祭通貨捧無藩ダイヤモンド縫，婚8（｝年。
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　としての金が，蟹際通貨として機能する以外にはない。……だが，これは金為替を瀦璽する場合

　にくらべて，澱通費がかか今，けっして好重しいことではない。そればかりか，金の偏在によっ

　て，霞擦闘の交流が紡げられる……Gここにおいて，この欠点を補うために，ドルぷ不換化した

　ことによって，金為替であることをやめたドル為替を，従来通り蟹嶽遜貨として機幾さすこと潜

　企懸された」齢。ヂしかし，これは，本来機能しえないはずのものを機龍さすことを意殊する。

　したがって，そこには無遅があ捗，矛蔭がある雌3〉。「本来馨際通貨として機能しえない不換

　通貨ドルの為替潜驚際通貨として機能させられても，それはみせかけにすぎない，ということに

　なる」嘆）。

　小野朝男氏の主張にたいして，少なから識人たちの撰1覇がある。代表的な論考としては，久留闘

健氏はこういわれる。　「一方では不換一躍通貨縁雲際通貨としては機能しえないという理譲朗蔚縫

から鐵発され，また飽方では，現実には不換一霞通貨であるドルが覆際通貨として機能していると

いう認識から鐡発されている。この第iの前提と第2の蔚礎とは絶懸に穰容れない。……開題はい

わば還論的証解淡不可能な形で設定されている。一一これは諭達の矛震ではなく現i葵の矛覆だとし

て害えられている、こうした開題の立て方そのものに開題はないだろうか］傷。

　瞬様江平勝廣氏も次のようにいわれる。　ε一般命題から繊発されて，現状の準に矛震の存在を振

摘されるのみではいま一つ充分とは思えない。不換通貨の鋳代にお穫る貨轄流通と羅際快演メカニ

ズムをふ蜜え，そのうえで賜題の推移，麗象形態をとらえるのでなければ，現献分極としても，将

来の展望を得る上でも不十分なのではなかろうか」§〉。

　しかし，小野朝男氏の礎越した問題は，理論的前提と現実の認識とのあいだの矛懸，一般的命題

から鐵発して現実の現象を説隣する過程紅あるばか触ではなく，いっそう綴本釣には，一般的命題

それ霞体の蓬講のあ静方にあると考えられる7）。まず5鍵界貨轄は金である」という一般題のも

つ意義が解霧されるならば，　「蔽象」と紅現実」とのあいだの譲遅的・現実的矛謄の性格および一

般的遅i論でもって具体的現実的な事構を説窮する方法論土の聡題も解決されると思われる○

2〉小野韓男r歯舞薦場と金為替」掛聾安鱈・三木毅織著鰭羅とタ麟為鐵ミネルヴァ書房，i§78年，盟～

§3ページ。

3）講上書，93ページ。

赫薩上書，95ページ。

S〉久留懸健「不換ドルの馨壕通貨としての流遜振擁」髪癖一二纏著匿現代資案主義と多元縫会違窮本評論縫，

i§讐年，i総べー潟

6〉平廣雛r不換の羅課通貨ドルの流通綴擁」高水艦載先生古稀記念誌文集ζ現代の貨警・金醜ミネノレヴァ

書房，総総年，i25ページ。なお圭36ページ，及び醸蝶遜貨」小聾朝男・蓉村穰毯織継醵金勲譲入撫養

　変雛（第3蔽）鯵8§年，難7～i欝ページを参黙。

衿不塗圏諜通貨ドルの綴擁をめぐるサーベイとして：建蔀豊養親変動趨場舗」藷須賀義博編鍛轟資本主義

　講の展望遺棄洋経済新軽鮭，欝78年，鰺§～露3ページ，蟹井安欝「不換銀行券論」鱗合一郎編輯現伐震驚論露

（圭〉，有斐懸，1978年，玉露ページ以下，韓羅俊三r羅豫通貨ドノレの奉賀焼定をめぐる羅題」騰得譲羅究

入野鷲有斐懸，鎗霧年，2縣～9ペ…ジを参黙。

一垂3一



臨　　学　　論　　集 第5＄巻第遵弩

2　童舞貨幣の本質について

　最終的な決済手段としては，蟹際通貨は金でなければならないから，あるいは「ドルが金に代わっ

て蟹瞭通貨として機寵するめは，ドルが金為替であるから」，金との交換性をもたない一蟹通貨た

るドルが霞擦釣な舞台で通貨として機影を営むとすれば，それは撰際通貨捧麟は変質したこと紅な

る。この考え方の根底には，「鍵雰貨幣は金である］，あるいは「金との交換が約束された通貨で

なければならない」といわれる場合には，　「童舞貨幣は金である」という命題韓，量翼貨幣の本質

は金であるという運解が存在している、だから，金または金為替という本質的なもの以外のもの

（葬本質的なもの）が，現実に流通すれぱ，その現象は仮象だということになる。だから，　「量雰

貨警は金である」という命題は盤算賀瞥の本質紅ついて遠べたものであるかどうかが蚕ず問題とな

る。その命題は鍵界貨幣の一般的形態ではなく本質に関する命・題だという霞説の鑑しさの典灘とし

て，氏撃引馬される蓼資奉譲嚢　（現行蔽／第i巻第3章「貨幣または商贔流通」の／◎糧1罫貨警の蟹

頭においては，実は次のような一般的規定が与えられている。

　　取麟貨幣垂ま蟹内的流連謡薩から歩みでると共紅．，餐藝格の痩量基準，鋳貨・補豹鋳貨・および蟹嚢

　短章擦という，そこで生長する地方的諸形態a滋sc短esse寵e聾し。短豊艶r灘をふたたび脱ぎすてて，

貴金縷の元の地金嚇3＆rr艦。撫に遊駒する．（躍界商業においては，諸編はそ描の鱗

　鱈を普遍的に展策する。だから，そこではまた，諸蕎贔の霞立的…　　鱗纏姿態が鍵鼻貨幣とし

　て諸蕎晶に鮮癒する。纏縫界露場で窃めて，貨幣は，手分なひろだ絵において，それの密然雛形

　態が濁詩に人聞的労騰それ錯体の澄接的に教会醜な実現形態騒盤墨tte拓ar暮ese至茎sc鼓a麺童慮e

　Verw童r麩lc鼓膜霧s｛or盤6er騰e鍛sc擁。褻e簸Aぎもe髭塗3臨tr＆c船である薄晶として，機能する。

　鱒貨幣の存在繰式亙短se塗swe童seが貨幣の凝念に適慰したものとなる」斜（傍点および鱒／21（3／

　は引濡者が挿入したもの〉。

　この謄本翻の章句の中で注翳すべぎことは，繊に隷・ては，童舞貨幣の一般的な形態がとか

れていること，つまり，量馨的に緬値形態として妥当する商品の地位を金銀という貴金属が占め，

しかも地金形態に逆もどりするということである。麟紅あっては，諸薦贔の緬纏の普遍的・量界的

な展開の形態規定性において諸磯贔に薄して轡1界貨幣が意義づけられていることであり，／3／におい

ては，世界貨幣の地建にたつ藤品の自然形態が人聞的労縁それ察体の直接に鮭会的な実現形態とし

て捲握されていること，すなわち，選1界的なひろが嚇こお謬る懸麺撲1孫を背景として，私的労鱒の

生産物であ琴な渉ら縫会的労簿として妥当するところの，人聞約分鱒の碁会的形態として量界貨幣

が掘握されていることである。瞬にあっては，貨幣の存在隷式ぶ貨警護念の糞に客饒的に妥当なも

のとしてあらわれ，鍵界貨鰹においてはじめて，貨幣の機念漢完全なものとなって貨鶴の存筏様式

が貨幣の擾念に照癒することである。

　以上逢つの章句は短いものであるが，この中に，（葺鍵罫貨幣の一般的形態規定，／2糧葬貨瞥の本

質的蔑定，（3経界貨幣の発生根擁の規定，1毒経界貨警の性格規定が包含されている。ここでは，雛

8〉王地sκ碑髭認，M、狂．L．無st重t継，＆き，i，S．越8．建設紅ついては窯に長谷離文雄課青木書籍蔽によっ

た。しかし必ずしも讃文通参ではない。　『資本譲墓撫鰻においても舞織の論述が舞われている。　SS．欝3～曳
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舞貨幣の本質をどのように考えるか，それの形態を，そしてその形態の発展をいかに掘握するかが

問題となっているから，少し腰序を変えな藻ら考察したい。

　まず童舞貨瞥の本質からはじめよう。亭野氏の主張はこうである。童舞貨幣の一般的形態が金で

はなく，鍵舞貨整の本質が金である。　「金は生蓑れな蕃らにして貨幣ではないが，貨幣は生まれな

ぶらにして金である。このことは霞内斎場のみならず，量界市場においても，妥叢することである。

金はこのようなものとして馨内帯場で貨幣であるのみならず，盤罫露場でも貨幣である」勝。

「……アメ夢力のドル為替は，……政府およびその代行機翼縷互の聞の調整，管理を通じての金兌

換の確傑される降り，馨際通貨と巨て錬通する」癖。ドル毒塗に代わって羅際通貨として機能

するのは，ドルが金為替であるからであるeドル渉薄内的には金との兌換を停蓋していても，鰐外

的には金兌換を許しているからである」鎗。

　鍵鼻貨瞥の本質は金である。金との交換を停ましたアメ醤力のドルは鍵雰貨幣ではないという主

張は，　「蓮論と現実との矛磨」ではすまされない重要な綴題を含んでいる。それは後鼻貨幣の本質

をい力緯こ謹三握するかという根本1無題紅かかわるからである。

　マルクスの量雰貨幣の本質蔑定は，諸商品無縫の普選的な展醗の産麹として金：銀に与えた特殊・

歴史的な鎮定であったα大綬模に発展した童舞商業は，生産物の姦業化の中で，商品極値の普遍的

なもののみを表現する特殊蕎贔を経界貨轄とした。その特殊商贔として最も一般的なものとして，

海贔極値を尺度し，交換や支払の薄象として繊鼻斎場において最も要塞なものとして金銀という形

態を選び織した。この金銀という特殊な漁晶は姥のすべての商品懸錘の一般釣等緬形態となった○

　蓉本で生産された欝勤車，カナダの木耕，オーストラ婆アの年央，インドの綿花，ブラジルの鉄

鉱石，キューバの砂糖が外蟹に販売され，その支払のために貨幣が必要であ鯵，また海外で事業を

営むために貨幣が必要である。外蟹蕎贔の購買，貿易差額の支払．海外投資という露営的行為の中

に貨幣が登場してくるが，その貨幣の登場を動かしているものこそ藤品懸纏である。髭界海業に関

係した機界貨幣ではなく経界商業そのもの韓おける量界貨幣潜賜題である。

　童舞毒場では，諸蕎贔は，懸纏として鍵界共通に妥当しようとするからシ鍵罫的規穫で意殊をも

つ一般的等纒形態が成立しなければならない。すなわち，盤界の藤贔勝有考達は，綾らの諸臨贔を

一般朗な等麺としての金銀に関連させることによってのみ，諸藪贔癒魑として，鍵雰髄贔として構

互に連縫させることができる。量雰のすべての諸藩贔が癒値として金銀に闘熱するから，鍵罫的に

魎麺としてのみ意義をもつ蕎贔が分離され，金銀という特定の灘品が諸商贔と重んで極値姿態，癒

贔緬値の実現されるべき形態として農主化して童舞貨幣となる。多数の諸蒲贔の中から特殊な金銀

という商最を鍵界貨灘として妥当させたのはな巷かといえぱ，世雰みすべての蕗贔が無髄として金

銀に関係し，嚢分たちの諸蕎晶嚢値を全欝欝に表示するものとして擁除したからである。その結集

として金銀という§然形態が盤界市場において護接にいかなる商品とも交換可饒であるという形態

幾定性を受けとったのであった。すべての諸商品に共通な縮縫としてのみ，金銀に縫熱したからで

§〉小野覇男「羅諜決済」小野韓男・蔭赫雛毯編『覆擦金難論入門書　（第3飯〉有斐麗，簿89年，26ページ。

欝〉小野轄男轟覇祭遜貨麟護諺ダイヤモンド縫，ig§3年，25ページ。

琵〉小野馨男「僅雰薦揚と金為替」欝捲書，92ページ。
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商　　学　　譲　　集 第58巻第遵号

あった。緬値として娩較可能であり，鱗纏として交換可能であるから，鱗纏としてのみ妥当する琶

会的蔑定性を金銀が受けとるならば，直接的に交換可能なという独察の歓会的燭定において金銀は

登場することになる。こうして金銀は童舞貨鶴となったのである。

　疹経済学幾舞遍では，次のように述べられている。

　　「（齢すべての生産物ぶ金銀とひぎかえに譲渡される割合におうじて，金銀はすべての商品の

　豪化き乳た姿とな参，した潜って全面的に叢濃可能な蕎贔となる。……金銀は，その変換藻麟を

　なす鷲殊な等細物の系粥が発展する程獲におうじて一般醜等懸物となる。（2羅界流通では，諸商

　贔がそれら建身の交換懸簸を普遍的に展擬するから，金銀に転化された交換緬髄の姿が量界貨幣

　としてあらわれるのである。（講それで商品謬蓄；禽者である諸蛋民は，綾らのあらゆる方面にわたる

　産業と全般飽な交易とによって金を十全な貨幣につく吟かえるのである。……だから量馨貨幣と

　しての金鑼よ，一般麟顯遜の産物である’2）……」（継雛3汲磯魚は粥謝．

　（賛すべての諸商品が金銀とひぎかえに譲護されるという，ひとつの関係の中では，橿互に関係し

あう二つの翻面として，一方に諸藩品の緬麺を表現し，生産物の中に合憲れている麺纏の現実形態

をえようとし，縫方ではそれでもって徳値が表現される韓象は商品緬麺の転化形態，金銀という物

においてあらわれるところの懸纏性格をもつ。蕗贔韓たんに霞でみ，手でふれることのでぎる超然

形態の濠まで，交換遍程の中に入るのではない。このような感性的に多様な麹然形態の濾かに，臨

贔所有者の表象において存在する魎格をもって交換過程に入る．労鱒生産鈎は商品として絹互に連

騰させる必要が増撫するのにおうじて，一つの特定商品が纒艶物としてのみ妥当することとなる。

　（2／生産物が経界的な交換を嚢的として生産されるようになると，貨幣もまた僅界貨幣としての地

位を高める。インドやエジプトから大量の鶏薦搭購入され，あるいはサウジアラビアから多くの石

演が購買され，蒙たインドネシアから本材やゴムやニッケル藩輸入されるならば，その購買や支払

のために多額の貨幣が必要となる。量雰のめずらしい藏贔が薦場に集められ，駿売されるから，そ

れを購買するために，童舞的に流達する貨幣が必要となる。こうして鍵罪竃場が発達してくれば，

縫雰貨幣が登場する。この地位を霞めたのは童舞貨瞥の機念にふさわしい鬱然的性質を有している

貴金属形態であった。だから，鍵弊貨警としての貴金属は，挫亡して各藩に存在している諸蕎贔に

縫会的な，しかも全量雰に通駕しうる形態を与えるのではなく，諸蕎品に内産している緬魑性格の

盤！界釣なひろがりにおける外在化が，特定の商品に轡！界貨幣としての性格・を与えるのである。轡！界

露場における取引が活発化し，地域的にも拡大するにつれて諸嚢贔の徳纏縫孫は雛葬的にも妥塞性

をもつ一般的等懸鞠をつくむ鐵すのであって，このような翼翼的に臨贔生産縫会に露有の縫会関係

渉あらかじめ存在しているからこそ，毒場が地域から糧1界に拡大すれば，そして商贔取雛が霞際取

引上重要性を増すのに鰐臨して，量界的に最も妥当な，一般的な等緬形態として金銀搭登場してぎ

たのである。それは濁時に金銀に代って新たな貨幣諸形態を登場させることにもなる。したがって，

椎界市場における商品緬魑の普遍的な展開が髭界貨幣の発生の鎚縫であって，貴金属はその…毅的

な形態として登場したにすぎないo

12）Z欝κ癬鏡池ゆ磁ガ3ε纏磯㈱競，K鍍至M灘一飯9ε蔓s既伽・残ε乞zVer至徳B顧鷺・磁圭3・S・

　鴛7，難訳ζマルクス・エンゲルス全集遜捻．大月書籍，i29ページQ
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下平羅：不換遜貨ドルと権舞貨幣麟

　〔31鍵界的な灘贔流通の産勃として鍵算賀警藻登場し，量罫貨轄の登場によって髭界市場が絃大し

た。騒と蟹との翼には，宗教的，政治的，羅餐｝的，警護的に，穏違藩あ弩，瞳壁漢あるが，商品徳縷

という共通の商贔語が登場することによって，その鋒壁が取り除かれるα交通ぶ発達し，蟹と蟹と

のあいだの鐘壁をこえて薩贔の流通，交易が撚大すると，宗教的，蟹罠釣，政治釣偏見を超越して

藤晶語で藷られる。　「アメ撃力のイーグル貨の形態でイギ蓼スに上陸したその講じ金が，ソヴ婆ソ

金貨となむ，3賢後憂こはパ蔭でナポレオン金貨として流通し，数週閥後書こはドウカート金貨として

ヴェネチアにまた現れても，やは惨いつも霧じ緬格を保持しているように，商品霧有者にとっては，

露浸性は〈ギニー金貨の極露紅すぎない〉ことぶ瞬らかとなる。商品所有春にとって金轡1界が帰趨

する崇高な建念は，一つの市場　　鍵鼻竃場という運念である」麟。多罵なる産業の発達，交遊

の発展と交易の拡大によって，　「鍵昇竃場という崇高な運念」沁が形絞されるにつれて，金は量

界貨整となる。

3　量雰貨幣の発生の綴擁江ついて

　盤界のすべての商最が蟹箋をこえて，いかなる蟹で生産されようとも，交換されうるためには，

一定の基準をもたねばならない。國等性なしには，比較され，変換されることはない。通常人々の

靉靆にあらわれるのは，緬烙である。インドで生産される綿花，サウジアラビアの石瀬，カナダの

木材，イギ琴スの綿織物，アメ縫力の震動車等，これらの藤贔はいずれも懸格をもって外羅に輸鐵

される．もちろんサウジアラビアの蒼海だけでも，種々の現実麟・具体的な藏では多様な緬格をも

つ。蟹内の斎場緬格に関係するか，蟹際極賂か，簿売麺格か，小売癒旛か，市場との関係において，

瞬一種類の商贔についても種々の瞬格ぶ成立しうる。

　いかなる難問，いかなる市場，いかなる取燐段繕に関係させるかによって，國一種類の藏品極穣

は異っていても，このような鰯々具体的な緬格の縁かに，人々は縫会的にみて客醗的に妥当な癒賂

欝／護、総．0．，S、鷲8ヤ撒｝ページσ

艮〉　褻金掛鍵貨と区震された貨繋になるのは歩……商品の鍵算で｝毅的筆髄轍として機能するために螢窮流透

　の雛銀を突破することによるのである。こうして金は量界貨繋となる。」　（κ魏鎗．，S．毘5．蔀訳稔δぺ一

　ジ，鰐点轄原文〉。盤暴竃場の率で，　r金は童舞貨瞥となる」という幾定を，小野氏は「徴雰貨警韓金だ」

　と解殺して金本薩鱗の論蓬を欝築される。　「……翼．マルクスの震葉を鱗癒する裏でもなく，金は〈商品の

　盤雰で一般鎗等鑛糎として機能するために馨糞灘遜の翻懇を突破する。＞そしてこれによって〈金は

齢麟となる〉．だから，こ擁こ嚇して，｛甥覇紅お紅・て，鍵界貨瞥磯護としての金本饒繍献立

　すること隷，瞬らかである。それは，露内的流通穰薩において，金が貨轄となるの紅紫癒して金本難譲が戚

　立するのと，震ったく韓様である。」（薩瞭通貨体鰹ダイヤモンド続，ig％年，エ28ページ〉。

　　金馨「灘贔盤罫で一般離等簸勃として機能するために蠹毒流通め麟隆を突破する」のではないe金ぶ
　塞蜜iを薮溺された貨幣となるのは，　薪……羅内流通の餐建長を突破する」こと紅よるということである。金露

　ら毒還内減通の擬銀を突醸し，金本綻髄へ発露するのではない。金は離婁貨瞥であ琴，量罫貨驚は金だから，

　金が貨繋となること紅よって金本綻麟が成立するとされる。金本鎧麟解議立するのは，臨取引の急激な拡大，

　産業簿礫の猿滑性にもとづいて銀行手i彩や為替手形を金と織会することによって登翳したからであって，金

　罵盤罫貨幣農体の霞已還勤紅よってつくむ鐵されたのではない。金算盤界貨幣の蔑定の窪a発展の途上に金

　本盤灘1という論現認i購築できないよう紅思われるゆ
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藤　　学　　論　　集 第58巻第雀号

というものを認める。縫々具体的な取騨に蕊いて登場する癒籍は，燧々の具体的な交換のためにあ

らわれ，取引の終結とともに溝減する。その癒格は露絵雛係を通じてまち蓑ちである虚ところが後

会的に客観的にみて妥当とされる癒格は，具捧的な癒格の変動からある程痩整宜して，一定の難問

にわたって存続している。たとえばサウジアラビアの石瀬（アラビアンライト）は，iバーレル当

たり，ある時には露ドルであったり，欝ドルであった吟，鍛ドルになるかも知れない。人々の表象

としては騰ドル講後というように前撰し，年間講露をたてる。もしiバーレル瓢39ドルともなれば，

オイルシ灘ヅクの再現となり，轡1算経済は人混凝をぎたすことに．なる。

　iバーレル欝ドルにするか，騰ドルにするかは，輸鐵入業者，取引業煮の含意によって蔵宣する

藻，しかし，毯会的紅妥墨な鱗格としての欝ドル蔚後という基準というものは存在し，その基準が

交換しようとする裏事者の懸播淡建に影響を与える。買手は緊急やむをえない事椿がない場合は磯

として，通常はより安く買いたいと考えるし，売手はよ静高く藪発したいと考える。極獲紅高い場

合には，買手は買い控えるであろうし，反動の場合には，売手は藪売をさしひかえる。人々は現箋i

の取引紅先立って，その時その斎場において縫合的にみて客観的に妥当な懸緒の表象をもっており，

それを金量で表示するか，ポンドで表現するか，ドルでいいあらわすか，いずれにせよ，この妥当

な癒権ぶ現実の交換の重要な基準である。現実の緬搭はこの基準とそれほど次ぎくない点で決定さ

れる。

　現実には種々雑多な取引が無綴に，複雑に連麗し．たえまなく行われ，灘麟後し，蓋列して取引

が行われている○その取引の中での差異捻文量的に観察すれば潰滅し，頬講として一定の状態が，

すなわち，後会的にみて基準となる簿酪藻確立されてくるG基準としての緬格霞体も変化していく

が，懇々具鉢的な取引のように取鱗の完了とともに消滅するのではなく，それらの変化の中にあっ

ても一定難問存続する。懸々の具体的な懸格のあり様については，当事者闘において意見の不一致

や不確実性の入善こむ余地を残している。しかしそれにもかかわらず，一定の騒格を交換当各巻の

轡薮，意欲，額望から猿宣して，客観的なものとして前挺するのはなぜか。嚢贔は目でみ，手でふ

れて多様であむ，晶質，機能，綴合わせ等も異っていても，質的に同一で，量的紅比較可能な纏絡

の単位に環発しうるのはなぜか，しかも，その懸格を交換者の主観的輝簸から独立した客観的なも

のとみるのはなぜか。その運塗は人々の報漸搾駕とは独立に，薩贔それ自体のうち紅客観的に存在

している緬値を羨撰するからである。簸格とは貨瞥で喪幾された晦贔緬纏であるが，懸麺を表現す

るものとして一定の懸齢喀観的に妥当パ5〉をもつ。貨熱讃現の手段であって，種々の手段を

とりうるが，蕎贔麺値からみて，商贔無格が妥当であるかどうかという現実の懸椿の表象をもって

交換に入っていく。蕎品の交換紅入るまえに晦贔極纏は極賂で表示されている。藏贔癒格は商藻交

換の蕊擾であって，その結果ではない。

蔦〉被会館にみて客観麟に妥当な騒穏というのは，懸々異捧鱒に取綴される商品癒諮を鏡達する基準，腰華麹

　な鱗椿というだけでなく，この2つの甑賂差こそは，人々の労欝評緬として，労騰力を醍分も，新鼓徳の採

　罵を聾し，資本の移動凱醍分を規定するものである。生産及び交換を現実鯨につく参かえる凝念でもある。

　纒々異体的な髄絡とは独立して姦姦している後会鯵にして客観釣な極諮隷，さまざ叢な癒贔簸箔の現象を支

　翫する実体凝念として意稼をもつだけでなく，労騰鼓術，資‡の灘分を支醗む，籍たな麗係を麟遣する鋭体

　擾念でもある。
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下平羅：不換通貨ドルと鍵界貨幣轡

　それでは，霞常生活において，人々の具体的現実的な緬格を規定する歓会的にみて客観的紅妥当

な懸幡を規定する商贔緬値を規定するものはなにか。商暴緬魑の鉦当な内姦的な交換力を規定する

のは，抽象的人間麟鬱鬱に縁かならない。インドで生産される纏花とサウジアラビアの石瀬とカナ

ダの木材等々の圏では質的に大きな椙違がある。しかし，これらの質的に異なった生産物には，い

ずれも人聞の労欝力が支鐵されている。入閣の労騰生産物という見地¢〉もとで箆較されうる。緯1花

と石瀬，木材と自動車と渉取麟される場合には，醗擦緬格として姥較されるのだが，その基礎には，

それぞれの講晶の症産に支鐵される人幾的労欝力潜在在しているひだから労欝生産麹を根互に緬値

として特殊な商贔＝金銀に連関することは，金銀という等懸物に含まれている特殊・具体的労髄を

擁象的・人聞的労灘の実現形態として，どの轟晶にも共通な，擾象釣人閥労鐵という講等性の現象

形態とみなす。

　だ藻現実には，　「歓会的に妥楽な，そして客観的な思想諸形態］はてん饑してあらわれてくる。

すなわち，　「人々瀞後等の労鱗生産鞠を諸無籍として櫨互に連関させるのは，これらの物象渉彼ら

にとって瞬等な種類の，人聡的な・労髄の単なる勃象酌外皮として意義をもつからではない。その

逆である。彼らは，綾らの旛異なる種類の諸生産麹を交換において諸緬纏として糧互に等鬱するこ

とによ吟，後らの穣異なる諸勢鱒を人間約分欝として等鬱する」紛。　「簸纏の次ぎさの蔑定をも

たらしたのは，諸商品緬賂の分析に縁かならなかったし，諸商品の極値性格の確定をもたらしたの

は，諸蕎贔の共同的な貨幣表現嚢こほかならなかった。だ潜，蕎品盤界のこのでぎあがった形態一

貨幣形懇こそは，まさに私的諸勢麟の被会的性賂を，したがって豪た，私的労欝着たちの鮭会約諾

麗係を窮示する代瞬こ物象的におおいかくすものである。わたしが，上衣・くつなどは，擁象的・

人閥約分欝の一般的体化として，夢ンネルに連関するというならば，この言葉の変なことが鰻につ

く。だ渉，上衣・くつなどの生産者たちがこれらの諸商品を一般的等徳として，夢ソネルに　　ま

たは金および銀であっても事態を簿ら変化させない　　連醗させる場合には，彼らにとっては，鮭

会的総労鱗に鰐す霰らの私的諸勢櫓の連麗がちょうどこの変な形態で現象するのである感跡。

　すべての蕎晶渉，その懸纏を普遍的に展麗し，一つの特殊な薩贔を一般的な等癒物として欝除し

て，鍵界貨警として趨走を与えるのであるが，この関係の中で根本的に人と人との鮭会的関係勝実

現されているのである。すなわち一般的等簸にたつ商品は，健のすべての商贔とおなじく，私的労

働の産物であるにもかかわらず，直接に縫会的労欝という形態を受けとるということである。それ

はすべての商品と本質的紅瞬等であり，それによってのみ比較可龍な紬象的大閤労鱒の実現形態と

して妥嘉しているからにほかならない。盤界毒場において，蕎品を生産する各蟹の私的生産者たち

の労鱒が商品綴薩という働的性格を通じ縫会的労欝への転換をはからねばならないのだから，一般

的等癒物たるべぎ繭贔は，その欝然形態が癒値勃としてのみ意義をもち，その商最を生産する具体

的有馬的労働が纏象的人間労簿の実現形態として砂み登場する。抽象的人聞労鱒の外化形態の成立

の必要性解童舞薄場に適癒した貨警を形成し，それとの関係で稽異なる諸撰で生産される多様な諸

蕎贔に共通な描象的人間労鱗の縫会性が確立されるのである。

i6〉五》ε＄Kαメ｝甜認，B｛玉．董，S．79、

茎7〉　孟．　¢．　0．，　S，8i．
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　建資塞i論轟における章句　　　「轡1罫斎場ではεめて，貨幣は，十分なひろが弩においてそれの自

然形態が講時に大鷺的労欝それ農体の直接的に娃会的実現形態たる晦贔として機擁する」は上のよ

うな意殊軽爆いられているのである。　蓼経済学幾宰馨では，r現実労鱒の梅質代謝が地球ま二にやき

わたるにつれて，金鑞ま搬的労鵬魎擁｛ヒしたも鋭して実現される」’8猛のぺているが，

交通め発達，生産される葎贔量の増撫，変易量の増糠，原料が盤翼の生産者へ，生産勃融童舞斎場

への輸送量とその速凌の発達，種々の生産灘門の集中と嚢雰斎場の鉱夫箸の中で，金銀は具捧的有

驚労髄において擁象酌人闘労欝の現象形態，私的労騰の生産勃であ鯵な藩ら歓会醜劣繰の形態を受

けとる。フランス議販ζ資本誰遍においては，童舞貨幣の機龍は次のように要約される。　「貨幣は

鍵界斎場で，蒙たこの斎場で戴け，轟然形態が霧鋳紅人間的労鱒一般の縫会的化身であるような藤

島として，言葉のあら覇意灘おいて機鯵観轡。全麟σ）すべてグ儲晦贔は，人間的労鱒

としては一鰹的であるから，金銀という「一般的なも夢）と欝保することなしには一般的麗係を表現

することはできない」騰〉。

　すべての諸藩品に共通な・統一体としてめ労簿＝雛象釣人縫労鱒とその労騰にお継て碁会鋳性賂

を瞬らか紅し，この抽象的人悶労鱗の鞠釣な鮭会的実聡形態（歓会的・一般鶴・妥当な縫孫〉とし

て貨幣を掘握すること，これがマルクス貨幣論6）基本精神であるが，この基本精神は縫翼賛警護紅

おいてもi論運的に首尾一貫しているだけでなく，まさにこグ）基礎のうえでみ，盤鼻貨轄譲が具捧牝

され窟展縣されシ講遽されていることに蹉意がはらわねばならない。

塵　撲鼻貨瞥と貨幣の擾念について

　盤界毒場において，生産物の多く薄商贔として取引され，取引醗の範露が拡大され，交通工運輸

手段め発展とともに交易の量と速度ぶ促進される江つれ，鍵界的に癒纏姿態＝一般的等懸秘として

妥峯する薦最も発展せざるをえない。このように発展してきたのが金銀であ吟，金銀が盤界貨瞥の

地縫につくが，糞罫貨幣こそ真に貨整の擾念に適合したものである。マルクスは貨幣の擾念と糞饗

貨幣との麗係紅ついて，つぎのように遠べている。

　　「貨幣の存在掻式蕃貨幣の鬱念に適合したものとなる。Se搬e　Das鑪盤we玉se顧ダ6s＄塗e灘露e蟹燈

屋蜘膿涯2i〉

　　「藤贔み極値姿態溺普遍的貨幣1　　ジェイムズ・スチュアー・トが呼ぶよう軽量算賀鶴であき），

　彼の後でアダム・スミスが違べたように，大姦業共搾霞の貨幣である　　の姿態のもとで，禽贔

　に．鶴かいあうのも，諸国鵜6）商業においてである。……鍵雰蕉r場で吾よ，貨幣の存在様式ではその

　観念に適合したものとなる。」蹴

　　「金と銀は貨鶴としては，そ6）覆念上一般的薩贔であるが，それらは童舞貨轄としては，その

i8〉　Z嘉ヂ　K郭露議｝．，　s玉27、

鯵〉涯夏・上杉談フランス語蔽ζ資奉読遜上巻，法政大学湊蔽罵，聾7§年．i鍵ページ。

2§）α％纏細翻K麟爵ゴεゆ幽魂燃磯β聯～鍵．D圭e毛zVer董農9臨r玉池，騰3．S．難．

2董〉　え〉虜3　1ζ虜参露αズ，　B｛墨．　玉，　S，ま48，　D3s　K＆茎擁毛呂聖　A雛蓄，　i，　S、i｛ン乳

22〉フランス語蔽，注夏・上杉訳ζ資本読遜，繭握霧，㌶逢ベージ。
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下平羅：不換遜貨ドルと置舞貨繋綴

　機念上一般的衡品である賦それらは轡！馨貨幣で普選酌嚢贔というそれに適合した存1窪形態をう

　るe」23〉

　諸蕩贔の癒謹の普遍的な展麗は，童舞貨幣において真に妥盛な教会的形態を受けとったのである脅

藤贔を生産する労働の独密約性賂は，癒纏形態を規定し，貨幣を蔑足するだけでなく，懸鐘のi奨棒

が擁象釣人閥労欝一翻経済学幾享鰭では揺象的一般的労鍵とよばれている溝一であるという一

般的社会釣性総によって簸纏機念に最も妥盛な形懇として貨幣形態を根底から規定するのであるが，

揺象麟人間労縁　　マルクスは鮭会的実態鶴se至重sc擁盤茎磁e登S曲s籔盤z，癒麺を形成する実体

wer海瀬繰4e　S癒s膿羅，諸癒値の実体毒8S誌sね麗緩er　Wer艶とよんでいる　　麟鍵雰的麗摸

において意殊をもつよう紅なるならば，貨幣の機念は最も妥当な客観釣な意殊をもつ貨幣形態を生

み鐵してくることとなる。縫合的実体解髪葬共通に存産するからこそ，蕎業活勢藻鍵裂麟蔑穫に鉱

夫し，重要さを獲得したとぎ，普選的な貨幣赫成立することになる。髭舞の各国において生産され

る諸購贔のうちにやどっている独懲的1本性が，舞鶴に必然性をもって現実の人々の欝にみえる姿を

とるグ）は，量鼻悪業の発達によるものであるが，その独密な形態ぶ量界蕎業活動に意義のある姿を

繕によって得たか，といえぱ，それは貴金暴という貨幣に罐かならなかった。この貴金属という貨

幣形態は貨幣の観念に適合したものとして登場するのであった。

　貨幣は諸藩鑛の緬穏，薦贔流通の関係によって，整議の形態蔑定一縫係の中で与えられる鮭会

的規定を受けとる。懸麺尺度，漉過手段，蓄蔵貨幣，支払手段という形態の蔑定は毒晶運動の中で

与えられるが，発展段繕を示すみである．懸値尺度機能を繭挺して流通手段摂説かれ，流通手段の

否定として蓄蔵貨幣が護窮され，灘遜手段のいまもう一つの蒼定　　諸商品の譲渡と緬賂の実甕と

の欝間的分離　によって支払手段が説かれるのであって，一般的な鎮定から特殊な蔑定へと段繕

をふんで展雛されてくる。それらの趨走は貨幣裟体の内的矛震の展麗だと考える人もあるが，そう

ではなく，商品流通の発展の串で与えられる貨幣の形態蔑定餓である．撞翼貨瞥においては，こ

れらの発展段躇の規建　　極魑尺度，流通手段（購買手段〉，蓄蔵貨幣，支払手段一を一つの契

機として，つ裏蓉一つの機籠として食んでいるのである。貨警のさまざ豪な形態規定を嚢己のうち

に往属的紅含んだものとして儀弊貨警は登場する。こみようなものとして微界貨幣は貨幣の鞍念に

適合したものといわれているのである。

　すべての商品藻それの鱗纏を普選的に展雛して，特定の一蕎贔で癒纏を表現し，それと交換する

から，その特殊な一落贔がすべての藏轟の緬麺の転化された形態として登場する。だから糧罪貨幣

231z欝叢海麟．，s．i27．

2達〉　罫経済学幾筆鰭第2章，貨幣蚕たは単縫流選における褻蒙えぶき」にあたる蕩分で，マルクスはつぎのよ

　弊このべている。野貨繋の分榛におけるおもな蟹難縁，貨警急聴贔そのものから発塗するということむ理解

　されればたちまち寛籔さ観るひ二の蕪鍵のもとでなお重だ懇題となるのは，貨幣の餐奏な形態幾定盤を纏粋

　に捲握することだけである…一。」　（S．雄〉。　「以下の醗究でしっか鯵艶握しておかなければならないこ

と忌ま，魏の交換か纏欝醗生する蜜勧諸形態だけを問懸こし一」麟ベーの．鱗の機能齪と

　はいわずに「灘藻交換から直接に発生する貨幣の諸形態」，　「貨瞥の灘窟の形態緩建饒」とのべていること

　は，貨幣の譲幾定を貨警の内麹矛霞み展縫においてではなく，嚢藻流遜の騨鎌髭建業反省蔑建として掘鑿し

　ていることを意曝している。したがって貨繋だけをぎむはなし，さら瓢金銀だけをとむだして，それに本質

　鍵1な蔑定を与えることはできない。このことは形態麗定性の本縫iから騨ちか’であろうひ
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の規定は貨幣一般の規定と瞬じく，特定の一篇品それ自体の震然的凝性によって規定されるのでは

なく，轡1界市場における講贔癒魑の展開紅よって基礎づけられ，蝶介されている。量界市場がそれ

に殿有の貨幣を必要とする。蟹擦的な懸纏尺嚢，商品の購買のための貨幣，貿易差額のための手段，

蓄蔵貨幣等の諸機籠を展擁しうるのに適合した藏品がえらび鐵される。穀物，毛彼等にとって代っ

て，一般釣等癒形態の地位を金や銀が占めるよう紅なるが，このような地盤を最終的にそれらが占

めるようになったのは，金や銀の霞然的性質渉貨幣の凝念と蕪癒したからであった。

　すべての諸藤品は，優罷憊値が異なり，感性的にも多嶽であるにもかかわらず，癒麺としては，

質的に同等で量的にのみ分割されるから，このような極値を褒現する耕料にたつ金や銀は，そのよ

うな性質を生まれながらにもつている。もし商品の懸盤を穀物，毛皮，家畜でもって評籍するなら

ば，実際釣に，垂まそれらを平均的な穀物，平均的な毛皮や家畜で灘らねばならないであろう。質的に

一様であるといことを薦鍵にして，根互の鷺較が斑能となるから，穀物や毛皮や家畜に比較して，

質的一様性，分割や複合可能性において金銀は貨幣の緬魑尺度としてはるかにすぐれた性質をもつ。

このような性質によって金銀は懸纏尺度を蟄毒してぎたのである。

　購買手段としては，貨瞥はわずかの体稜の中に多くの癒鐘を食むことによ鯵，運搬，輸送の容易

さ，一霞から地馨への迅速な移転，流通過程への投入とそこからの引上げ溝可能であり，護接の港

費繋象でないために流通しうる条件をもっている。わずかの体積中に多くの懸値を含み，さら紅物

質的な可動性が高いこと潜流遜手段，鷺買手段として優紘性に立つ条艀となる。

　蓄蔵貨幣としては，高い簸値比重，耐久性，酸化しないこと等藩蓄蔵の密然的属性であり，美的

属性が蓄蔵の心理的作矯の漂獲であり，いかなる蕗品とも直接交換胃能だということが致蜜の薄象

となっている。蓄蔵の鰐象物としては，わずかの体積に多くの癒魑を含み，耐久性，質的一様性．

美麟性質等の金銀のすぐれた轟然的属性が蓄蔵貨轄の誘料を擾供している。

　支払手段としては，貿易蝦責の淡淡の手段としての地金形態は盤界の共通性をもつ。金銀は，鋳

貨の形態から地金の形態へ，地金から奢侈品の形態へ，また遂の方鶴へいつでも転化しうること，

いちど与えられた痩馬極値の形態の変形という謡では飽の商品よ吟ずぐれた性質をもっている。あ

る一つの形態から飽の形態に転化しな睡ればならない貨警の寝然麟な条件に適してお参，そのため

にこそ金銀を貿易差額に充驚されることになる。こうして金銀は絶麟的な緬薩存在として，支払手

段とな触，蓄蔵貨鶴となり，また購買手段となる。このような性質腸をもつものとして，金銀は

貨幣の姿において歴史的に登場する。

　金銀が穀物，毛皮や家畜にとって代って，量界貨幣として登場したのは，金銀の麹然的義性が貨

幣1の諸規定を機能させるのにふさわしく，貨幣としての妥当性を落していたからである。こうして

金銀は，量罫貨幣の一般的形態となった。しかし童舞講場の飛躍的な発達，交通・運輸・通繕手段

の急速な発展および商品流通量と流通速度の顕著の進展にともなって，貨幣の諸形態も発達し，こ

れまで一般的な形態だと考えられていたものが条件的なもの，特殊的なものへ転化してくるのであっ

たゆ

25〉貴金撰ぶ貨難の地覆についたのはなぜかについて露然酌羅牲との麗違で詳綴に論じられている。　V§1．，Z獣

　Kr孟難．，SS．玉28～玉32．Gr腿6r量ssε．，SS．9i～総L
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